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別 紙 ３ 

平成２３年度北海道大学情報基盤センター共同研究成果報告書 

 
 １．研究領域番号  Ａ３ 大規模データ科学 
 
 ２．研究 課 題名  大規模医学データの統計的解析とその応用 

 
 ３．研 究 期 間  平成２３年４月２７日 ～ 平成２４年３月３１日 
 
 ４．研究代表者 

氏   名 所属機関・部局名 職  名 備  考 

栗原 考次 岡山大学大学院・環境学研究科 教授  

 
 ５．研究分担者 

氏   名 所属機関・部局名 職  名 備  考 

水田 正弘 北海道大学・情報基盤センター 教授  

田中 豊 岡山大学大学院・環境学研究科 名誉教授  

富田 誠 東京医科歯科大学・医学部付属病院・ 
臨床試験管理センター 特任准教授  

石橋 一 (株)スタットラボ 代表取締役  

飯塚 也 岡山大学大学院・環境学研究科 講師  

石岡 生 岡山大学大学院・法務研究科 助教  

  
６．共同研究の成果 

 
 本共同研究では、医学の分野で CT や MRI により得られる画像や SNP データなどの大規模デー

タを有効活用した診断及びその解析結果の信頼性・安定性の研究を推進した。具体的には、科学的

根拠に基づいて診療・予測(EBM)を行うために、医療現場で得られる以下のようなデータに対する

統計的手法の開発とその応用について検討した。 
 
１．画像及びテキスト情報に基づく医療診断と予測 
(1) 乳腺疾患を対象として、病理組織標本画像及び病理診断書における画像情報及びテキスト情報

の効率的なデータベース化を行うとともに、診断支援のために画像情報に加えテキスト情報に

基づく類似症例の検索が可能なシステムについて研究した。本システムにより、病理組織診断

時に既存の診断を容易に参照でき、教育用の利用のみならず、診断の精度の向上を高めること

が可能である。 
 

(2) 胸部大動脈瘤のステントグラフ治療後に生じる endoleakと治療前の胸部大動脈の形状との関連

性を統計的判別分析に基づき検証するとともに、治療前の形状評価から治療後の副作用の発生

リスクを予測した。 
 
(3) 高精度の放射線治療の分割照射において、腫瘍の生存率モデルとして LQ モデルを用い、危険臓

器への影響を最小にするための分割照射の選択方法について検討した。 
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（研究成果のつづき） 
 
２．空間構造を利用したＳＮＰデータの解析 
 疾患に関連する SNP の検出には、遺伝子頻度が有意に高い頻度で出現する連鎖不平衡に基づく方

法が有効である。そこで、SNP のエシェロン階層構造に基づき関連ブロック遺伝子を検出し、ブロ

ックの代表 SNP を選択する方法について研究した。さらに、これらの関連解析を行うにために、モ

デルを選択する方法について研究を行なった。 
 
３．大規模医学データに対する方法論の研究と解析結果の信頼性 
 大規模医学データ解析手法としてエシェロン解析法、シンボリックデータ解析法、傾向スコアを

利用した多変量解析法等に対する理論とその応用について研究した。また、得られた解析結果の信

頼性・安定性の評価のためにロバスト影響診断、感度分析法等に対する研究も行った。 
 
 上記のテーマに関する研究会を２回開催した。研究会には、全国から情報学および統計科学の研究

者のみならず医学関係の研究者も参集し、有意義な討論と意見交換をすることができた。 
 

 


